
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年 3 月 11 日、東京電力株式会社福島第

一原子力発電所事故に係わる原子力緊急事態宣言

が発出されており、放射性物質が周辺地域や食品等

への影響が問題視されています。 

厚生労働省ではこれを受け、「放射能汚染された

食品の取り扱いについて」（食安発0317第3号）、「水

道水中の放射性物質に関する指標等の取扱い等に

ついて」（健水発 0404 第 4 号）、「魚介類中の放射性

ヨウ素に関する暫定規制値の取扱いについて」（食安

発 0405 第 1 号）により、放射性物質濃度の暫定規制

値や指標等が示されています。 

1986 年のチェルノブイリ原子力発電所事故による

放射能汚染の問題がありましたが、当財団では輸入さ

れる食品中の放射能検査を行い、野菜類、乳製品、

ミネラルウォーター、加工食品等多種の輸入食品に

ついてゲルマニウム半導体検出器を用いた放射能の

精密測定を約 3,000 検体行った実績があります。 
当時の技術的知見や測定技術に習熟した職

員を中心に現在3,000検体以上の放射能測定を

行っています。 

弊センタ－では「緊急時における食品の放射能測定

マニュアル」（平成 14 年 3 月 厚生労働省医薬局食

品保健部監視安全課）の NaI（TI）シンチレ－ション

サ－ベイメ－タによる放射能モニタリング測定を行っ

ています。 

型式： BNC 社製 Model SAM940-3-G  

スペクトルサ－ベイメ－タ(核種同定可能) 

測定対象： 飲料水、食品等各種試料の放射

能測定。および工業製品等の表面

線量率、学校の校舎・校庭の放射

線測定。 

詳細はお問い合わせください。 

その他の事項についてはお問い合わせください。 

「緊急時における食品の放射能測定マニュアル」（平成 14 年 3 月 厚

生労働省医薬局食品保健部監視安全課）などによる放射性物質の核

種濃度を求めることができる精密分析「ゲルマニウム半導体検出器を

用いたガンマ線スペクトロメトリ－による核種分析法」により測定をおこな

っています。 

型式： CANBERRA 社製  

ゲルマニウム半導体検出器 GR2021、GR2519、GC4020 

測定評価方法： 放射性物質（I-131、Cs-137、Cs-134） 

を分別測定。 

測定対象： 飲料水等の水質試料 

土壌等の固形物試料 

農産物・輸出食品等 

医薬品・化粧品等 

詳細はお問い合わせください。 

その他の事項についてはお問い合わせください。 
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